
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南魚沼市民病院認知症疾患医療センター 

〒949－6680 新潟県南魚沼市六日町 2643 番地 1 

電話: 025-788-1222  (代表) 

電話: 025-772-2604  (直通) 

     FAX: 025-788-1231 

 

 

 明けましておめでとうございます。 

コロナウイルスの感染拡大によって、自己防衛のためか、病院への受診控えが起こり、病気の早期発見や

早期対応の遅れが指摘されています。さらに、認知症者や高齢者においては、介護支援の縮小や停止も加

わり、孤立や放置によって、認知症の進行悪化が促進されているように感じられます。認知症者や高齢者に

は、「寄る辺の」ある、安心できる生活環境が必要です。家庭でも施設でも、しっかりと三密を避け、コロナに

対処して頂きたいと思います。 

また、持病を持つと死亡率が高くなると言われますが、認知症も持病の一つです。大きな問題は、認知症

本人や介護者が感染した場合です。①認知症本人が自宅で感染した場合と、②介護施設で感染した場合と

は状況が異なりますし、介護者が感染した場合に、③認知症の本人をどのように対処すべきか、の統一さ

れた指針はありません。家族の希望や本人の精神と身体の状態も含めてケースバイケースとしか言いよう

がないかもしれません。ただ、必要な時、相談先に当センターも選んで頂きたいと思うのです。コロナについ

ては、医療か介護かの２者選択でなく、総合的に対処する必要があります。専門機関としてアドバイスがで

きればと考えております。 

<超高齢期の認知症のトピック> 

最近、認知症の診断を受けに来られる人で、85 歳を超えた高齢者の「物忘れ」受診が見られるようになり

ました。そのためか、認知症の中に、アルツハイマー型認知症と診断されない割合が増えた気がします。実

は、聞き慣れないかもしれませんが、長谷川和夫先生がなられたという「嗜銀顆粒性認知症」や、記憶障害

の進行が遅い「神経原線維変化型老年期認知症」などが高齢者の認知症には多く認められるのです。これ

らは、アルツハイマー型認知症の原因がアミロイドであるのに対して、タウという蛋白が原因です。さらに、

最近では、高齢者の死亡後の脳を検査すると、レビー小体型認知症（DLB）と診断できる人が 3 割も認めら

れたとの報告がでました。この原因はシヌクレインという蛋白で、これもアミロイドと異なります。そのため、高

齢者になってから認知症になった人は、アルツハイマー型認知症を対象とした現在の治療薬では効果が少

なく、新たな治療法が必要になると思います（ただ、残念なことに有力な薬剤はまだ出ていません）。 

今年もよろしくお願いいたします。 

新年号 

南魚沼市民病院        令和 3年 1 月 

 

新年の   

ごあいさつ 

認知症疾患医療センター長 宮永和夫 

コロナ感染症の中で 
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       南魚沼市民病院 

毎年、市民を対象に行ってきた市民講演会を今年は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点

から、やむなくお休みしました。専門職対象の研修会も延期しています。 

来年度は開催方法を検討し、一般の方や専門職が安全に認知症を学べる機会を作りたいと考え

ています。今回は市民病院の職員を対象に実施している 1 回 30 分の認知症ケアセミナーをご紹

介します。 

 

 

 

第 1 回 テーマ「認知症ともの忘れはどう違うの？」 

宮永医師による講義でした。参加者は 50 人。看護職とその他の医療職、事務職の参加もありまし
た。アンケートでは「認知症と物忘れの違いが分かった」「アルツハイマー型認知症の疾患の理解が
深められた」「進行予防に日々の関わり方の中で会話や離床を通し刺激のある生活が送れるような関
わりができたらよい」などの感想が聞かれ、今後の業務に活かせる内容となりました。 

（以下は資料の一部） 
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新型コロナウイルス感染症と認知症 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回 テーマ「認知症に使う薬の話」 

米村医師による精神科で用いる薬の話でした。参加者からは「精神科で使用される薬の作用、
副作用、観察ポイントが分かった」「周辺症状について知ることができた」「薬が理解でき、患
者の病状や行動の理解、副作用へのケアや環境調整に活かせる」などの感想がありました。 

（以下は資料の一部） 

 

南魚沼市民病院              

認知症疾患医療センター 

第 3 回 テーマ「認知症にかかわる制度の話」 

多くの制度の中で認知症の人の生活を支える経済的な制度について紹介しました。アンケー
トでは「普段学んでいない分野だが理解が深まった」「認知症を抱える人を社会で支える制度に
ついて知ることができた」などの感想が聞かれました。                                    

  

第 4 回 テーマ「認知症の検査の話」 

臨床心理士による認知症の検査や診断の話でした。認知症だと思い込まず物忘れの他の疾患
との鑑別も大切であること、検査だけでなくその人の顔貌、動き、発言内容など日頃の観察ポ
イントや注意点を学びました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

認知症に関するご相談・お問い合わせ  南魚沼市民病院 認知症疾患医療センター 

〒949-6680 新潟県南魚沼市六日町 2643 番地 1 

電話（025）788－1222  (代表)  FAX（025）788－1231 
（025）772－2604  (直通) 

●まずお電話でお問い合わせください。        
   月～金 9:00～17:00  土 9:00～12:00 （病院休診日を除く） 

  

公認心理師 西脇 淳 

 

最近うれしかったこと 

 最近の大ヒットは転職です。就職の願掛けを思い立ちましたが、根
性がないため茶断ち・塩断ちの物断ちは断念。それ以外の願掛け！と
言えば神頼み。近くの金峯神社で夏越のお払いを受け就職御守を授か
り、以前大事の前の懸賞応募で運を使い果たした‟しくじり経験“を活
かし試験前の懸賞応募はやめ、おとなしく過ごしました。 
試験中は上越線を走る列車にも勇気づけられた歳のいった新入職員
です。よろしくお願いします。 

干支 寅年  

趣味  

出たとこ勝負の放浪旅 

酒蔵 

 

 

 

 

・神社巡り 


